
２
月
８
日

に
投
開
票
が

お
こ
な
わ
れ

た
衆
議
院
議

員

総

選

挙

で
、
東
北
比

例
の
高
橋
ち

づ
子
候
補
を

先
頭
に
全
力

で
奮
闘
し
ま

し
た
が
、
残

念
な
が
ら
東

北
の
比
例
議

席
の
奪
還
は

な
ら
ず
、
高

橋
さ
ん
を
国

会
に
再
度
送

り
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
議

席
を
８
議
席
か
ら
４
議
席

に
後
退
さ
せ
る
悔
し
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
比
例

代
表
選
挙
で
は
、
前
回
総

選
挙
で
の
比
例
得
票
３
３

６
万
２
千
票
（
得
票
率
６

・

％
）
か
ら
、
２
５
１

16
万
９
千
票
（
得
票
率
４
・

％
）
へ
の
後
退
、

40
鶴
岡
市
で
は
４
８
４
８

票
（
７
・

％
）
か
ら
３

95

２
７
５
票
（
５
・

％
）

65

へ
、
１
５
４
３
票
減
と
な

り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
を
ご
支
持

い
た
だ
い
た
有
権
者
の
み

な
さ
ん
、
大
雪
や
寒
波
の

も
と
で
奮
闘
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
、
ご
期
待

に
こ
た
え
る
結
果
が
出
せ

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
お
わ
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

自
・
維
で
３
分

の
２
超
え

改
憲
・
大
軍
拡

…
国
民
と
の
矛

盾
大
き
く

総
選
挙
の
結

果
は
、
自
民
党

と
維
新
の
会
が

衆
議
院
の
議
席

の
３
分
の
２
を

大
き
く
超
え
、

圧
倒
的
多
数
の

議
席
が
「
右
へ

右
へ
」
の
流
れ

に
迎
合
し
、
自

民
党
政
治
に
の

み
込
ま
れ
る
状

況
と
な
り
ま
し

た
。今

後
、
高
市

政
権
が
目
論
む

憲
法
改
悪
、
大

軍
拡
、
医
療
介

護
の
切
り
捨
て

な
ど
、
高
市
政

権
と
国
民
と
の

矛
盾
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

戦
後
か
つ
て
な
い
「
戦

争
国
家
づ
く
り
」
の
危
険

が
生
ま
れ
る
も
と
で
、
高

市
強
権
政
治
に
真
っ
向
か

ら
立
ち
向
か
う
日
本
共
産

党
の
役
割
は
、
か
け
が
え

の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
高
市

政
権
と
国
会
の
内
外
で
対

決
し
、
改
憲
・
大
軍
拡
ス

ト
ッ
プ
、
自
民
党
政
治
を

変
え
る
た
め
に
引
き
続
き

頑
張
り
ま
す
。
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総選挙結果　比例代表　日本共産党得票数と得票率の推移

市町名

比例代表

今回（2026.02.08） 前回（2024.10.27）

増減

前々回（2021.10.30）

得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率

鶴岡市 4,818 7.95% 6,483 10.12%3,275 5.65% ▲1,543

三川町 277 7.51% 334 8.40%191 5.18% ▲86

庄内町 488 4.73% 795 7.11%335 3.47% ▲153

合計 5,583 7.46% 7,612 9.61%3,801 5.33% ▲1,782

県総計 24,782 4.83% 33,690 5.98%17,177 3.36% ▲7,605

賃
上
げ
支
援
、犯
罪
を
犯
し
た
人
も
社
会
復
帰
を

▽
昨
年

月
12

議
会
で
、
最

低
賃
金
の
大

幅
な
引
上
げ

に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
る

中
小
企
業
・

小
規
模
事
業

者
へ
の
支
援
金
を
支
給
す
る
県
の
事
業

が
お
こ
な
わ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
月

日
か
ら
申
請
の
受
付
が
開

20

始
さ
れ
ま
す
。

提
案
時
「
時
給
１
０
３
２
円
以
下
の

従
業
員
の
賃
金
を
時
給

円
以
上
引
き

77

上
げ
た
業
者
」
と
し
て
い
た
対
象
を
こ

の
た
び
「
時
給

円
以
上
引
き
上
げ
た

64

業
者
」
に
拡
大
し
ま
し
た
。
質
問
に
際

し
て
求
め
て
い
た
事
項
の
実
現
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
党
県
議
団
が
繰
り
返

し
求
め
て
き
た
も
の
で
、
実
施
し
て
い

る
県
は
現
時
点
で
全
国

県
程
度
に
止

10

ま
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
ま
す
。

全
て
の
中
小
企
業
で
大
幅
賃
上
げ
を

実
現
す
る
に
は
、
企
業
の
社
会
保
険
料

負
担
軽
減
を
図
る
等
、
政
府
が
責
任
あ

る
施
策
を
お
こ
な
う
べ
き
で
す
。

高
市
政
権
の
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」

に
は
賃
上
げ
が
欠
落
し
て
い
ま
す
。

市
民
と
党
の
戦
い
で
強
力
に
迫
っ
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
県
は
「
第
二
次
再
犯
防
止
推
進
計
画

（
案
）
」
を
発
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
は
、
犯
罪
を
し
た
者
等
が
円
滑

に
社
会
の
一
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
に
す
る
も
の
で
す
。

私
は
以
前
、
出
所
者
等
の
支
援
団
体

の
声
を
聞
き
取
り
、
厚
生
環
境
常
任
委

員
会
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）



櫛
引
地
域
の
た
ら
の
き

代
地
内
に
、
民
間
企
業
に

よ
る
大
規
模
な
産
業
廃
棄

物
焼
却
処
理
施
設
の
新
設

計
画
の
事
前
協
議
が
終
わ

り
、
設
置
許
可
申
請
の
最

終
段
階
に
入
っ
て
い
ま

す
。計

画
し
て
い
る
の
は
、

同
地
内
で
産
廃
焼
却
処
理

事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る

(

株)

管
理
シ
ス
テ
ム
（
本

社
・
酒
田
市
）
の
鶴
岡
支

店
「
ア
ー
ル
・
イ
ー
・
シ

ー
」
で
す
。

設
備
規
模
は
現
在
の
約

１
万
２
０
０
０
㎏
／
日
か

ら
、
６
倍
の
７
万
２
０
０

０
㎏
／
日
に
拡
大
さ
れ
、

敷
地
面
積
は
９
９
０
０
㎡

（
約
３
０
０
０
坪
）
に
な

り
ま
す
。

稼
働
予
定
を

年
８
月

27

に
延
期

田
代
地
区
で
は
２
０
２

４
年
、
計
画
の
見
直
し
を

求
め
る
住
民
の
署
名
運
動

が
取
り
組
ま
れ
、
鶴
岡
市

議
会

年

月
議
会
に
請

24

12

願
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
採
択
。
県
に
意
見
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
署
名
や
議
会
の

意
見
書
を
踏
ま
え
、
対
策

を
講
じ
、
当
初
予
定
の
26

年
６
月
稼
働
が

年
８
月

27

稼
働
に
延
期
さ
れ
ま
し

た
。鶴

岡
市
は
山
形
県
に
対

し
、

年
９
月

日
に
事

25

26

前
協
議
書
に
係
る
意
見

書
、

年
１
月

日
に
設

26

20

置
許
可
申
請
に
関
す
る
意

見
書
を
提
出
し
て
い
ま

す
。事

業
者
は
、
県
の
許
認

可
が
下
り
れ
ば
、

年
度

26

中
に
建
設
工
事
に
着
手
し

た
い
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
が
説
明
会
を

開
催事

業
者
は
今
年
２
月
１

日
に
馬
渡
地
区
で
、
２
月

５
日
に
田
代
地
区
で
住
民

説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

排
ガ
ス
の
規
制
値
が
現

在
よ
り
厳
し
く
な
る
こ
と

や
、
雨
水
・
生
活
排
水
の

施
設
内
利
用
を
図
る
な

ど
、
環
境
に
与
え
る
影
響

を
最
小
に

す
る
説
明

が
さ
れ
、

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

（
有
機
フ

ッ
素
化
合

物
）
汚
染

の
心
配
に

つ

い

て

は
、
今
後

の
課
題
に

な
っ
て
い

ま
す
。

市
の
意

見

書

で

は
、
法
的

規
制
を
遵

守
す
る
こ

と
や
、
住

民
の
不
安
解
消
を
図
る
こ

と
を
求
め
た
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
病
院
か
ら

の
感
染
性
廃
棄
物
の
処
理

は
こ
こ
だ
け
で
あ
り
、
建

設
に
反
対
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
環
境
と
景
観
に
対
す

る
万
全
な
対
策
を
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
建
設
工
事
前

の
地
元
説
明
会
が
予
定
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格

2月5日入札分

・市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事（大

岩川字黒岩35番地）（入札16業者うち11業者辞退）

(株)マルゴ271,500,000円（272,500,000円）

工期～9/3/3（落札率99.63％）

三
瀬
矢
引
風
力
発
電

環
境
影
響
評
価
書
公
表

（
仮
称
）
三
瀬
矢
引
風
力

発
電
事
業
に
係
る
環
境
影

響
評
価
書
の
公
表
が
２
月

５
日
か
ら
３
月
５
日
ま

で
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
リ
ニ
ュ

ー
ア
ブ
ル
・
エ
ナ
ジ
ー

(

株)

に
お
い
て
行
わ
れ
ま

す
（
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
）。

ク
マ
タ
カ
や
渡
り
鳥
の

調
査
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
湿
地
の
大
山
上
池
・

下
池
の
調
査
な
ど
、
確
認

が
重
要
で
す
。

新たな産業廃棄物焼却処理施設計画に係る事前協議と今後のスケジュール

令和7年9月26日 鶴岡市が、産業廃棄物処理施設設置等事前協議書に係る意見を山形県に提出。

令和7年12月26日

山形県が、産業廃棄物処理施設の設置許可申請（㈱管理システム）及び関係書

類の縦覧について告示。（～R8.1.26まで縦覧期間）

上記告示に係る産業廃棄物処理施設の設置に関し利害関係を有する者が、山形

県に対し生活環境の保全上の見地からの意見書を提出することが出来る期間。

（～R8.2.9 まで）

令和8年1月20日 鶴岡市が、産業廃棄物処理施設の設置許可申請に関する意見を山形県に提出。

令和8年度 山形県の許認可を受け、建設工事に着手

令和9年8月 建設工事完了、稼働開始

鶴
岡
市
上
下
水
道
事
業

経
営
審
議
会
（
平
智
会
長
）

の
「
下
水
道
等
使
用
料
水

準
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
、

２
回
目
の
審
議
会
が
２
月

２
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

当
局
か
ら
見
直
し
に
関

す
る
検
討
資
料
の
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
５
年
間
の
維
持
管

理
経
費
や
資
本
費
な
ど
、

試
算
に
よ
る
健
全
経
営
を

目
指
す
と
し
て
、
使
用
料

の
基
本
料
金
を
、
現
行
８

０
０
円
か
ら
１
０
０
円
～

３
０
０
円
引
き
上
げ
る
案

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
委
員
か
ら

は
、
単
身
や
高
齢
世
帯
な

ど
へ
の
影
響
へ
の
配
慮

や
、
１
０
０
円
単
位
で
な

く
て
も
市
民
に
説
明
で
き

る
も
の
に
す
べ
き
と
の
声

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
が
取
り
ま
と
め
と

し
、
基
本
料
金
２
０
０
円

を
引
き
上
げ
る
案
を
軸
に

し
た
調
整
を
当
局
が
行

い
、
次
回
の
審
議
会
で
答

申
案
を
ま
と
め
て
い
く
こ

と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の

市
で
基
本
料

13

金
＋
従
量
料
金
で
行
っ
て

い
る
の
は
、
鶴
岡
市
を
含

め
４
市
で
す
。

使
用
料
比
較
（
１
ヶ
月

㎥
使
用
時
）
で
は
、
鶴

20岡
市
は
県
内

市
で
４
番

13

目
の
高
さ
で
す
が
、
仮
に

基
本
料
金
２
０
０
円
の
引

き
上
げ
で
酒
田
市
に
次
ぐ

２
番
目
に
な
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
よ
る
広

域
化
と
管
路
整
備
か
ら
、

維
持
管
理
等
の
施
設
維
持

も
含
め
、
将
来
負
担
に
つ

い
て
市
民
へ
の
説
明
と
理

解
が
求
め
ら
れ
ま
す
。


